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神山町議会�   12月 定 例 会
　12月定例会は、令和３年 12月９日から 17日までの９日間の会期で開催した。

令和３年度補正予算のほか、条例の一部改正を含む 12件を審議し可決した。

　議会からは、常任委員会委員及び議会運営委員会委員の改選を提案し選任され、

また、常任委員会及び議会運営委員会委員長・副委員長の互選結果を報告した。

⃝令和３年度神山町一般会計補正予算（第４号）

⃝令和３年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

⃝令和３年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

⃝令和３年度神山町介護保険特別会計補正予算（第２号）

⃝令和３年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

⃝神山町国民健康保険税条例の一部改正

⃝神山町学校給食センター設置条例の一部改正

⃝�神山町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

⃝�神山町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部改正

⃝�神山町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

⃝�神山町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

⃝令和３年度神山町一般会計補正予算（第５号）

■意見書  

１件の要望があり採択し意見書を提出した。

⃝日本政府に「核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める」意見書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出先

内閣総理大臣、外務大臣

2021年

  15日
一般質問
　新居�榮二�議員、志甫�守�議員、白土�義信�議員、平岡�晴喜�議員、森　一博�議員、髙橋�義英�議員
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激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
向
け
て

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携

に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
災
害
時
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
の
見
守

り
確
保
、
観
光
振
興
、
産
業
振
興
、
地

方
創
生
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
内
容
。

日
本
青
果
包
装
株
式
会
社
と
の
調
印

　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
で
使
用
す

る
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
等

の
優
先
的
な
供
給
。

職
員
の
防
災
士
資
格

　
研
修
・
試
験
を
行
っ
た
。
全
て
の
職

員
が
防
災
意
識
を
高
め
る
意
味
に
お
い

て
も
防
災
士
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は

非
常
に
重
要
。

備
蓄
品

　
役
場
・
支
所
、
各
公
民
館
等
に
充
実

配
置
を
今
後
も
増
強
し
て
い
く
。

行
政
視
察

　
11
月
24
日
に
内
閣
府
の
特
命
大
臣
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
若

宮
大
臣
が
神
山
町
の
進
め
方
等
に
つ
い

て
視
察
し
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
11
月
29
日
に
は
内
閣
府
の
地
方
創
生

推
進
室
事
務
局
の
方
々
３
名
が
、
視
察

を
し
て
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

視
察
者
に
つ
い
て
も
だ
ん
だ
ん
と
増
え

て
き
つ
つ
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
の
で
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
コ
ロ
ナ
対
策
と

地
方
創
生
を
両
輪
で
進
め
た
い
。

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果

　
4
，6
4
7
人
と
い
う
神
山
町
の
人

口
で
あ
っ
た
。
社
会
増
が
2
年
連
続
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
2
0
6
0

年
で
1
，1
4
5
人
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

3
，2
0
0
人
を
目
標
に
し
っ
か
り
と

計
画
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
世
界
で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
拡
が
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
に
も
感
染
者
が

出
て
お
り
、
第
６
波
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
神
山
町
で
は
医
療
従

事
者
等
へ
11
月
19
日
に
接
種
券
を
発
送

し
、
12
月
下
旬
か
ら
町
内
の
医
療
機
関

で
接
種
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
順
次
接
種
券
の
発
送

を
し
、
町
民
の
皆
様
に
接
種
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
い
る
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況

　
11
月
10
日
に
秋
田
県
、
17
日
に
は
兵

庫
県
、
12
月
３
日
に
は
熊
本
県
で
も
発

症
し
、
全
国
で
５
件
の
確
認
。
徳
島
県

で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
徳
島
ア

ラ
ー
ト
を
ス
テ
ー
ジ
３
に
引
き
上
げ
て

対
応
し
て
い
る
。神
山
町
に
お
い
て
も
、

状
況
を
注
視
し
、
県
と
緊
密
に
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
対
応
に
あ
た
る
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

歳
入

　
地
方
税
な
ど
が
脆
弱
な
団
体
に
と
っ

て
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
予

測
か
ら
、
引
き
続
き
経
費
の
削
減
と
歳

入
確
保
に
取
り
組
み
、
優
先
順
位
の
高

い
事
業
を
見
極
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の

効
率
的
な
利
用
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

創
意
工
夫
に
努
め
る
。

歳
出

　

地
方
創
生
関
連
事
業
や
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
福
祉
、
老
朽
化
し
た
施
設

の
更
新
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
必
要
と

な
る
。
計
画
的
な
予
算
計
上
を
行
い
、

事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
よ
り
健
全
な

財
政
運
営
に
取
り
組
む
。

　
11
月
24
日
に
当
初
予
算
事
務
担
当
者

会
議
を
開
催
。
予
算
編
成
方
針
を
明
ら

か
に
し
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
編

成
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算

総
務
費

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創

生
事
業
基
金
へ
積
立
金
の
費
用
を
計

上
。

民
生
費　

　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
の
費
用
を
計
上
。

衛
生
費　

　
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
の
費
用
を
計
上
。

農
林
水
産
費　

　
鳥
獣
害
被
害
の
た
め
の
駆
除
数
の
増

加
に
よ
る
駆
除
報
償
金
の
費
用
を
計

上
。

土
木
費

　
県
か
ら
採
択
さ
れ
た
、
県
単
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
に
か
か
る
費
用
を
計

上
。

災
害
復
旧
費

　
8
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費

で
公
共
土
木
施
設
及
び
農
地
農
業
用
施

設
災
害
の
費
用
を
計
上
。

町長の行政等の報告
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令和３年度　一般会計補正予算

■ 令和３年度特別会計補正予算

国民健康保険特別会計（第２号）

簡易水道事業特別会計（第２号）

介 護 保 険 特 別 会 計（第２号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

483万円

0万円

121万円

△347万円

7億9,839万円

2億6,045万円

10億4,702万円

1億2,187万円

会　計　名 補 正 額 補 正 後 の 額

歳出 総 務 費 まち・ひと・しごと創生推進事業基金 4,395万円
民 生 費 子育て世帯への臨時特別給付金費 3,900万円
衛 生 費 予防接種等委託料 341万円
農林水産業費 有害鳥獣駆除報償金 700万円
商 工 費 神山温泉工事費 132万円
土 木 費 県単急傾斜地崩壊対策工事 606万円
消 防 費 名西消防組合負担金 44万円

教 育 費
スクールバス修繕料 90万円
備品購入費（非接触体温計・サーマルカメラ等）各小中学校 91万円

災害復旧費
現年農地農業用施設災害復旧工事（2ヶ所）
現年農地農業用施設単独災害復旧工事（4ヶ所）
現年公共土木施設単独災害復旧工事（町道 7ヶ所）

813万円

■任期満了に伴い、常任委員会委員及び議会運営委員が改選し選任されました。

総務文教厚生常任委員会

委 員 長　白土義信　　委　員　森本孝夫
副委員長　志甫　守　　委　員　髙橋義英
委　　員　新居榮二　　委　員　平岡晴喜
委　　員　河野雅俊　　委　員　森　一博

産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 長　平岡晴喜　　委　員　森本孝夫
副委員長　森　一博　　委　員　志甫　守
委　　員　新居榮二　　委　員　髙橋義英
委　　員　河野雅俊　　委　員　白土義信

議 会 運 営 委 員 会 委 員 長　白土義信　　委　員　髙橋義英
副委員長　森　一博　　委　員　平岡晴喜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役員の任期は２年としている。

一般会計（第 4 号） 　　 1 億 2,164 万円
追加補正（第 5 号） 　　　　　　751 万円（子育て世帯への臨時特別給付金）

予算合計　　　　　 1 億 2,915 万円（66億677万円）

補正額

補正額
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再
々
問

　
来
年
8
月
に
認
可
さ
れ
な
い
場
合

寄
附
金
を
返
還
し
町
は
高
専
設
立
に

か
か
わ
ら
な
い
と
明
言
す
べ
き
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

弁

町
長

　
「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
で
、

現
在
可
能
性
が
見
え
て
き
た
と
い
う

状
況
の
中
で
こ
の
計
画
に
か
か
わ
ら

な
い
と
い
う
考
え
を
と
る
つ
も
り
は

な
い
。
む
し
ろ
逆
に
認
可
さ
れ
る
ま

で
設
立
準
備
財
団
に
は
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
考
え
る
し
、
と
も
に
連
携
し

な
が
ら
認
可
に
向
け
て
歩
む
こ
と
が

今
の
神
山
町
の
状
況
か
ら
す
る
と
、

私
と
し
て
取
る
道
で
あ
る
と
思
う
。

再
々
問

　
高
専
設
立
準
備
委
員
会
と
交
わ
し

た
契
約
書
で
寄
附
金
等
は
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
議
員
や
町

民
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
公
開
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
に
し
た
補

助
金
は
、
補
助
金
要
網
を
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
頂
き
た
い
。

報
告
は
令
和
3
年
の
3
月
9
月
12
月

に
実
施
し
て
お
り
高
専
側
か
ら
今
後

も
都
度
都
度
住
民
説
明
会
は
進
め
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。
高
専
設
立
準

備
財
団
の
認
可
に
か
か
る
情
報
に
つ

い
て
は
情
報
提
供
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
は
町
に
も
報
告
し
て
い
た
だ
け

る
と
聞
い
て
い
る
。

再
問

　
令
和
4
年
8
月
に
認
可
さ
れ
な
け

れ
ば
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と

る
つ
も
り
な
の
か
。
す
べ
て
白
紙
に

戻
し
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
は
返

還
す
べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
現
在
、
設
立
準
備
財
団
は
認
可
に

向
け
て
着
々
と
事
業
を
進
め
て
い

る
。
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ

い
て
は
準
備
財
団
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
認
可
を
進
め
な
い
と
い
う

意
見
な
ら
返
還
等
の
手
続
き
を
進
め

て
い
く
。
寄
附
し
て
い
た
だ
き
補
助

金
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
の
返
還
。
ま
た
寄
附
者
へ
意
向
を

伺
い
寄
附
の
返
還
を
進
め
て
い
く
よ

う
に
な
る
。

●
質
問
1
●

神
山
町
の
建
設
工
事
の

残
土
処
理
に
つ
い
て

　
神
山
中
学
校
建
設
工
事
の
建
設
残

土
で
国
道
4
3
8
号
線
が
土
砂
で

汚
れ
て
い
た
。
近
隣
住
民
よ
り
指
摘

を
受
け
た
の
で
徳
島
県
に
連
絡
を

し
、
立
会
い
の
も
と
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
土
砂
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
処

理
の
場
所
は
他
に
無
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
町
は
中
学
校
の
建
設
に
伴
う

残
土
処
理
の
計
画
を
し
て
い
な
か
っ

た
の
か
。

答
弁

教
育
次
長

　
5
月
に
東
野
間
の
民
有
地
に
運
ん

だ
。
河
川
と
の
境
界
が
確
定
し
て
い

る
法
的
に
問
題
の
無
い
場
所
で
あ
っ

た
。
河
川
の
増
水
で
土
砂
が
流
出
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
町
が
判
断
し
、
別

の
場
所
へ
移
動
し
た
。

再
問

　
河
川
砂
防
課
と
の
協
議
は
ど
の
よ

う
な
経
過
と
内
容
だ
っ
た
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
県
の
担
当
管
理
者
と
町
長
を
は
じ

め
役
場
の
担
当
者
立
ち
会
い
の
下
で

解
決
し
た
。

●
質
問
２
●

ま
る
ご
と
高
等
専
門
学
校
に
つ
い
て

　
設
置
認
可
申
請
書
が
提
出
さ
れ
無

事
受
理
さ
れ
た
と
の
話
で
あ
る
が
、

高
専
設
立
準
備
委
員
会
と
文
部
科
学

省
と
の
協
議
で
特
に
町
に
関
係
の
あ

る
事
案
や
認
可
に
関
わ
る
重
大
な
事

案
に
つ
い
て
は
設
立
準
備
財
団
か
ら

情
報
が
も
ら
え
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
認
可
に
つ
い
て
は
認
可
申
請
を
10

月
に
提
出
し
令
和
4
年
8
月
の
認
可

に
向
け
て
国
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
議
会
へ
の
報
告
に

つ
い
て
は
昨
年
度
お
よ
び
本
年
度
の

9
月
12
月
の
全
員
協
議
会
で
状
況
の

報
告
を
し
て
い
る
。
町
民
に
対
す
る

新居榮二�議員
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故
は
、
9
月
末
で
発
生
件
数
が
8
件

の
う
ち
死
者
2
名
、
傷
者
6
名
と

な
っ
て
い
る
。
年
末
年
始
に
向
か
っ

て
県
外
県
内
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
が
、道
に
慣
れ
な
い
人
の
た
め
に
、

交
通
事
故
現
場
に
は
看
板
な
ど
を
立

て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
町
内
の
交
通
事
故
の
状
況
に
つ
い

て
令
和
3
年
11
月
末
で
、
発
生
件
数

は
9
件
で
、
う
ち
死
者
2
名
、
傷
者

7
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
交
通
安
全
及
び
危
険
箇
所
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
名
西
郡
交
通
安
全
協

会
、
神
山
地
区
交
通
安
全
保
護
者
の

会
等
、
町
内
団
体
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
交
通
安
全
の
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
地
区
の
道
路
の
点
検
等

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
道
県
道
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
、
交
通
安
全
協
会
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
危
険
箇
所
の
点

検
を
お
こ
な
い
、
年
1
回
、
神
山
町

交
通
安
全
対
策
会
議
を
開
催
し
、
県

へ
危
険
箇
所
の
修
繕
要
望
の
活
動
も

実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
交
通
安
全
協
会
等
の
皆
様

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
対

応
し
た
い
。

再
問

　

鳴
門
市
は
J
R
の
駅
の
前
に
、

ま
た
、
美
波
町
日
和
佐
の
道
の
駅
に

は
、
足
湯
が
あ
る
。
旅
の
疲
れ
を
少

し
で
も
い
や
し
て
も
ら
う
た
め
無
料

で
提
供
し
て
い
た
。

　
神
山
町
に
も
県
内
一
の
素
晴
ら
し

い
神
山
温
泉
が
あ
り
、
焼
山
寺
や
町

内
商
店
、飲
食
店
、道
の
駅
も
あ
る
。

こ
う
し
た
利
点
を
考
え
、
足
湯
な
ど

の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

町
長

　
鳴
門
や
日
和
佐
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
は
、足
湯
の
設
置
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
数
年
前
か
ら
あ

る
種
の
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
こ
れ
も
一

考
と
思
う
。
し
か
し
、
神
山
町
の
場

合
、
25
度
以
上
の
温
泉
法
に
適
合
す

る
源
泉
が
豊
富
に
な
い
た
め
、
足
湯

の
維
持
管
理
、
コ
ス
ト
、
特
に
一
番

大
事
な
衛
生
面
で
の
管
理
と
い
う
こ

と
が
難
し
い
の
で
検
討
結
果
、
で
き

な
か
っ
た
理
由
は
、
衛
生
面
と
コ
ス

ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
は
な
い
。

●
質
問
2
●

　
町
内
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
今
年
、
神
山
町
に
お
け
る
交
通
事

●
質
問
1
●

道
の
駅
・
神
山
温
泉
に
つ
い
て

　
感
染
者
数
が
31
日
も
0
が
続
い
て

い
る
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
新

し
い
変
異
株
の
感
染
の
恐
れ
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
客
足
が
も
ど

り
つ
つ
あ
る
道
の
駅
や
神
山
温
泉
、

町
内
の
商
店
や
飲
食
店
な
ど
の
経
済

が
苦
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
町
内
経
済
が
よ
く
な
る
よ
う

新
し
い
施
策
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

町
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
道
の
駅
あ
る
い

は
、
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
は
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
6
割
程
度
の
売
り
上
げ

状
況
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

徳
島
県
応
援
割
も
発
行
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
の
お
客
さ
ん
は
思
っ
た
ほ
ど

で
は
な
い
と
い
う
状
況
だ
。

　
こ
れ
は
、
た
ぶ
ん
第
6
波
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
と
い
う
の
が
人
々
の
頭
を
よ

ぎ
っ
た
な
か
で
の
行
動
と
思
っ
て
い

る
。

　

神
山
温
泉
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

が
少
な
い
状
況
も
あ
っ
て
、
今
が
大
規

模
改
修
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
ホ
テ

ル
側
に
つ
い
て
も
大
き
な
修
繕
を
か
け

て
い
る
。
周
辺
環
境
を
整
え
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
も
、
対
岸
の
ふ
れ
あ
い

公
園
の
東
屋
の
屋
根
が
経
年
劣
化
し

て
い
る
の
で
現
在
改
修
中
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
契
機
に
ソ
フ
ト
面
、
従
業

員
の
接
客
態
度
や
質
の
高
い
お
も
て

な
し
が
で
き
る
よ
う
に
社
員
教
育
も

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て

い
る
。
周
辺
に
あ
る
創
造
の
森
等
も

も
う
少
し
魅
力
ア
ッ
プ
が
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

　
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
や
タ
ク

シ
ー
関
係
等
や
農
業
分
野
で
は
ス
ダ

チ
生
産
者
な
ど
は
非
常
に
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
。

　

飲
食
店
や
タ
ク
シ
ー
会
社
等
は
コ

ロ
ナ
対
応
給
付
金
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
ス
ダ
チ
農
家
対
応
は
、
昨
年
も
実

施
し
た
ス
ダ
チ
を
送
っ
た
場
合
の
送

料
を
無
料
に
し
て
い
る
。

志甫　守�議員
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平
成
31
年
4
月
よ
り
施
行
さ
れ
た

森
林
環
境
譲
与
税
、
ど
の
よ
う
な
算

定
で
町
へ
国
か
ら
歳
入
と
し
て
入
っ

て
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
金
額
に

つ
い
て
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
人
工
林
の
面
積
と
町
の
人
口
と
を
客

観
的
に
按
分
し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
は
1
︐8
0
9
万
3
︐

0
0
0
円
、
2
年
度
は
3
︐8
4
4
万

8
︐0
0
0
円
、
３
年
度
は
見
込
み
で

3
︐8
7
7
万
9
︐0
0
0
円
、
4
年

度
、
5
年
度
は
、
約
5
︐0
0
0
万
円

程
度
、
6
年
度
か
ら
は
約
6
︐

1
0
0
万
円
程
度
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

再
問

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
土
砂

●
質
問
1
●

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
一
定
期
間
が
過
ぎ
た
の
ち
、
町

道
と
し
て
そ
の
全
部
も
し
く
は
一
部

が
編
入
さ
れ
た
路
線
も
あ
る
。

　

3
年
度
の
林
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
上
分
、
大
中
尾
と
、
奥
屋
敷
工

区
の
2
工
区
計
画
延
長
6
︐6
0
0
ｍ

に
対
し
て
⒎2
％
の
進
捗
率
、
全
体
工

事
予
算
は
、
約
16
億
6
︐
0
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

見
込
ま
れ
る
森
林
整
備
は
奥
屋
敷

線
区
域
内
の
森
林
面
積
及
び
備
蓄

は
、針
葉
樹
3
1
9
ha
、1
9
7
︐2
㎥
、

広
葉
樹
が
、
60�

ha
、
9
︐
4
7
1
㎥
、

森
林
整
備
は
、
17�

ha
、
程
度
の
間
伐
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

林
道
の
活
用
は
、
山
あ
い
に
暮
ら

す
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

役
割
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

地
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ア

ク
セ
ス
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
林
道
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
国
・

県
道
が
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台

風
に
よ
り
交
通
規
制
と
な
っ
た
場

合
、
迂
回
路
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
く
。

●
質
問
3
●

　
建
設
、
農
業
、
林
業
等
に

　
お
け
る
人
材
不
足
に
つ
い
て

　
町
内
の
各
業
界
で
は
、
技
術
者
の

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
技

術
の
継
承
等
を
考
え
一
線
を
退
か
れ

て
い
る
が
、
高
い
技
術
力
や
知
識
を

持
っ
て
い
る
元
気
な
方
々
の
力
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
な
、
町
が
主
導
と
な

る
教
育
の
場
所
を
つ
く
っ
て
は
と
思

う
が
町
の
考
え
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　

農
業
や
林
業
で
の
人
手
不
足
は
深

刻
で
町
と
し
て
も
危
惧
を
し
て
い

る
。
農
業
の
場
合
、
里
山
み
ら
い
で

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
ス
ダ
チ
栽
培

に
つ
い
て
研
修
し
て
い
る
。
今
後
研

修
制
度
を
安
定
的
に
継
続
し
て
い
く

た
め
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
な
ど

を
利
用
し
て
指
導
者
の
育
成
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
、
研
修
生
を
受
け
入
れ
野
菜

栽
培
な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

林
業
の
場
合
は
、
森
林
組
合
が
神
山

町
で
新
た
に
職
員
を
雇
用
す
る
場

合
、
育
成
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
卒
業
生
は

2
年
間
、
緑
の
雇
用
制
度
活
用
者
は

3
年
間
補
助
を
し
て
い
る
。
今
後
も
、

補
助
を
継
続
し
て
林
業
の
担
い
手
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
利
用
も
視

野
に
入
れ
て
林
業
者
の
雇
用
に
つ
な

げ
た
い
。

災
害
防
止
や
飲
料
水
確
保
の
た
め
の

森
林
整
備
等
の
計
画
、
森
林
境
界
明

確
化
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　

森
林
境
界
明
確
化
事
業
、
林
業
就

業
者
の
育
成
へ
の
支
援
、
森
林
意
向
調

査
の
実
施
、
専
門
職
員
の
雇
用
、
林
地

台
帳
シ
ス
テ
ム
関
連
事
業
、
私
有
林
の

整
備
事
業
、
木
造
公
共
施
設
、
林
道
整

備
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

森
林
境
界
明
確
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
3
︐
5
4
7
ha
と
町
の
総
面
積

の
約
20
％
森
林
面
積
の
約
23
％
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
は
、
上
分
地
区
を
今
年

度
も
含
め
3
、
4
年
で
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
下
分
、
神
領
と
順
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問
2
●

林
道
に
つ
い
て

　
町
内
の
林
道
整
備
の
状
況
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
今
後
の
計
画
や
延
長
、
工
事

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
森

林
整
備
の
林
道
だ
け
で
は
な
く
観
光

道
と
し
て
の
活
用
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁

建
設
課
長

　

森
林
率
86
％
を
占
め
る
本
町
で

は
、
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
重
要
な
路
線
に
つ
い
て

白土義信�議員
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●
質
問
1
●

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
普
及
状
況
に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
推
し
進
め

ら
れ
て
い
る
。
将
来
的
に
、
運
転
免

許
証
や
健
康
保
険
証
、
複
数
の
病
院

の
情
報
を
一
括
で
管
理
す
る
等
、
進

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
神
山
町
で
の
交
付
率
は
9
月
時
点

で
県
24
市
町
村
の
中
で
最
下
位
の

26
・
09
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
個
人
情
報
が
流
出
す
る
な
ど
マ
イ

ナ
ス
要
因
を
心
配
す
る
声
も
聞
く

が
、
高
齢
化
率
の
高
い
本
町
こ
そ
、

こ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
進

め
て
欲
し
い
。
現
在
の
交
付
率
は
、

交
付
率
向
上
対
策
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
ど
の
よ
う

な
事
に
使
用
出
来
る
の
か
。

答
弁

住
民
課
長

　
令
和
3
年
11
月
末
現
在
の
交
付
率

は
30
・
75
％
で
あ
る
。
徳
島
県
全
体

の
交
付
率
は
38
・
91
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
向
上
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日

の
申
請
受
付
業
務
は
毎
月
2
回
実
施

し
て
い
る
。
11
月
末
ま
で
の
交
付
者

は
3
1
0
人
で
あ
る
。
7
月
末
時

点
と
比
較
す
る
と
1.6
ポ
イ
ン
ト
差
を

縮
め
て
い
る
。
11
月
末
ま
で
の
申

請
者
は
、
3
4
3
人
、
う
ち
日
曜

日
の
申
請
者
は
2
1
7
名
で
63
・

3
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
取
得
さ

れ
た
方
に
は
、
神
山
町
商
工
会
商

品
券
3
︐0
0
0
円
分
交
付
し
て
い

る
。
発
送
者
は
2
5
0
人
で
あ
る
。

答
弁

副
町
長

　
現
在
利
用
出
来
る
も
の
は
、

① 

身
分
証
明
書

② 

税
の
申
告
e
T
A
X

③ �

証
明
書
類
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
・

住
民
票
な
ど

④ 

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

　
③
・
④
に
つ
い
て
は
神
山
町
で
は

ま
だ
対
応
し
て
い
な
い
。

●
質
問
2
●

　
生
活
応
援
の
入
浴
券
、

　
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
大
き

か
っ
た
神
山
温
泉
や
運
輸
業
を
支
援

す
べ
く
応
援
券
、
チ
ケ
ッ
ト
が
交
付

さ
れ
た
が
、
前
記
、
券
の
利
用
者
か

ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
温
泉
で

は
、「
入
浴
券
が
届
い
た
の
で
入
浴

に
来
た
」「
お
湯
が
大
変
良
い
」「
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
大
変
重
宝
し
て

い
る
」
と
の
声
を
き
く
、
一
方
遠
く

て
利
用
出
来
な
い
、
同
居
家
族
の
車

が
あ
る
た
め
、
利
用
し
な
い
等
の
声

を
聞
く
、入
浴
券
、タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
現
在
ま
で
の
使
用
率
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
利
用
し

な
い
出
来
な
い
方
へ
の
対
応
や
利
用

促
進
、
改
善
点
は
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
入
浴
券
は
、2
︐4
3
1
世
帯
に
、

タ
ク
シ
ー
券
は
2
︐0
9
9
人
に
発

送
し
、
利
用
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
16
・

5
％
、
16
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

減
少
し
た
ふ
れ
あ
い
及
び
健
康
づ
く

り
の
推
進
、
衛
生
の
向
上
、
外
出
を

控
え
る
こ
と
に
よ
る
閉
じ
こ
も
り
、

フ
レ
イ
ル
等
に
よ
る
、
健
康
被
害
を

予
防
し
、
外
出
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
利
用
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
、
代

替
等
は
考
え
て
い
な
い
が
、
入
浴
券

と
タ
ク
シ
ー
券
を
併
用
し
て
、
活
用

を
お
願
い
し
た
い
。

　
利
用
期
限
が
令
和
4
年
2
月
28
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
広
報
か
み
や

ま
、
防
災
無
線
な
ど
を
活
用
し
て
、

利
用
を
啓
発
し
て
い
く
。

平岡晴喜�議員

一
般
質
問
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括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
相
談
を
受
け
、

迅
速
に
訪
問
し
対
応
す
る
。
ま
た
、

集
ま
っ
た
情
報
を
構
成
団
体
が
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
へ
早
期

の
状
況
連
絡
、
早
期
治
療
や
、
消
費

者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来

て
い
る
。
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、

携
帯
電
話
が
普
及
し
緊
急
通
報
装
置

整
備
事
業
の
利
用
者
も
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業

運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
た
く
さ
ん

の
方
の
目
を
必
要
と
し
、
情
報
を
と

り
ま
と
め
、
適
切
な
場
所
に
繋
ぐ
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
情
報
提
供
の
協

力
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
携
帯
電
話
の
活
用
に
期
待
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
未
だ
電
波
の
良

く
な
い
地
域
も
あ
り
、
す
べ
て
の
対

象
者
が
携
帯
電
話
を
常
に
持
っ
て
動

か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
現
行

の
施
策
参
加
者
よ
り
多
く
の
方
が
、

簡
単
に
参
加
し
、
本
人
自
ら
が
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
健
在
か
ど
う
か

を
発
信
し
な
く
て
も
良
い
手
段
、
方

法
の
施
策
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

・ 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
ど
の

く
ら
い
の
会
員
数
で
、
ど
の
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
の
か
。

・ 

現
状
を
踏
ま
え
て
の
今
後
の
事
業

展
開
の
予
定
、
構
想
は
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
は
、
毎

年
５
月
の
広
報
紙
掲
載
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
啓
発
な
ど
し
て
い
る

が
、
屋
内
利
用
で
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
も

50
m
以
内
と
制
約
が
あ
る
。
屋
内

外
ど
こ
で
も
連
絡
が
取
れ
る
携
帯
電

話
を
使
用
す
る
方
が
増
え
た
こ
と
、

利
用
者
の
緊
急
時
に
利
用
者
宅
へ
出

向
き
、
安
否
確
認
な
ど
の
援
助
活
動

を
行
う
近
所
の
協
力
員
２
名
の
な
り

手
が
高
齢
化
し
て
少
な
い
こ
と
。
協

力
員
に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
と
遠

慮
を
し
て
し
ま
う
な
ど
で
利
用
者
が

増
え
な
い
。
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
平
成
30
年
６
月
に
設
置
さ
れ
、
構

成
団
体
は
消
費
者
協
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
身
体
障
害
者
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

商
工
会
、
郵
便
局
、
農
協
、
生
協
、

徳
島
新
聞
専
売
所
、
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
警
察
署
、
町
各
課
等
16
団

体
。
活
動
内
容
は
自
ら
に
支
障
の
な

い
緩
や
か
な
見
守
り
を
し
、
地
域
包

●
質
問
1
●

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

　
高
齢
者
を
取
巻
く
現
状
や
施
策
に

つ
い
て
。

・ 

神
山
町
内
に
は
ど
の
位
の
独
居
世

帯
数
が
あ
る
の
か
。
高
齢
者
の
み

世
帯
数
は
。

・ 

独
居
高
齢
者
も
し
く
は
高
齢
者
の

み
世
帯
で
、
ご
家
庭
で
急
な
体
の

異
変
や
事
故
な
ど
で
、
ど
こ
に
も

連
絡
出
来
な
か
っ
た
事
例
は
、
ど

の
位
あ
っ
た
の
か
。

・ 

今
現
在
、
緊
急
通
報
装
置
整
備
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用

者
は
ど
の
ぐ
ら
い
。
ま
た
、
緊
急

通
報
装
置
整
備
事
業
以
外
で
の
安

否
確
認
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
現
在
、
町
内
全
体
で
１
︐

0
３
9
世
帯
。
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
は
７
５
0
世
帯
、
高
齢
者
の

み
世
帯
は
５
１
７
世
帯
で
、
全
体
の

52
％
で
あ
る
。
新
聞
等
が
何
日
も
溜

ま
っ
て
い
る
事
で
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
力
員
が
異
変
に
気
づ
き
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
が

あ
っ
た
の
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
17

件
。
そ
の
中
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

の
は
３
件
、
残
り
の
14
件
は
状
況
把

握
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
入
院
や
外
泊

等
無
事
を
確
認
。
緊
急
通
報
装
置
整

備
事
業
は
、現
在
２
名
の
方
が
利
用
。

緊
急
通
報
装
置
以
外
の
安
否
確
認

は
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
民

生
委
員
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

訪
問
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
介
護

支
援
専
門
員
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
訪
問
で
、
安
否
確
認
と
な
っ

て
い
る
。

再
問

・ 

緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
の
利
用

者
が
２
名
と
い
う
の
は
少
な
い
。

何
か
利
用
に
至
ら
な
い
原
因
が
あ

る
の
か
。

森　一博�議員

一
般
質
問
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近
年
、
未
成
年
者
が
家
族
の
介
護

に
あ
た
る
ケ
ー
ス
は
め
ず
ら
し
い
も

の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。
国
は
認

知
度
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
際
注
意
点
と
し
て
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
事
が
悪
い
こ

と
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
神
山
町

で
は
、少
子
高
齢
化
率
も
高
い
上
に
、

共
働
き
し
て
い
る
家
庭
も
多
い
。
神

山
町
の
子
供
た
ち
に
訪
ね
て
も
、
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

　
神
山
町
で
は
ど
の
よ
う
に
、
子
供

た
ち
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
表
面
化
し
に
く

い
構
造
、
ま
た
福
祉
・
介
護
・
医

療
・
学
校
関
係
機
関
に
お
け
る
ヤ
ン

●
質
問
1
●

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

ン
ト
実
行
計
画
」
に
よ
り
、
令
和
７

年
度
を
目
途
に
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
国
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問
3
●

空
き
校
舎
に
つ
い
て

　
空
き
校
舎
の
遊
具
・
照
明
施
設
な

ど
の
整
備
等
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

答
弁

教
育
次
長

　
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
優
先

順
位
の
高
い
、
現
在
使
用
し
て
い
る

校
舎
に
あ
る
遊
具
に
つ
い
て
腐
食
が

進
ん
で
い
る
も
の
で
補
修
、
設
置
後

年
数
が
経
過
し
て
い
る
も
の
で
、
安

全
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

は
、
撤
去
し
、
新
設
す
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

　
ナ
イ
タ
ー
照
明
に
つ
い
て
は
、
広

野
小
学
校
の
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
優
先
的
に
改
修
工
事
を
し

た
い
。
廃
校
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、

地
域
で
の
活
動
で
必
要
で
あ
り
、
計

画
的
に
改
修
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。

再
問

　
空
き
校
舎
の
利
活
用
は
今
ま
で
に

も
、
各
議
員
か
ら
質
問
が
さ
れ
て
い

る
。
維
持
す
る
だ
け
で
も
経
費
が
か

か
り
、
何
か
す
れ
ば
経
費
の
か
か
る

大
変
な
問
題
。
神
山
東
中
学
校
が
閉

校
さ
れ
５
年
が
過
ぎ
、
当
時
は
地
元

の
方
と
、
空
き
校
舎
の
利
活
用
方
法

な
ど
意
見
交
換
な
ど
が
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

空
き
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

旧
広
野
小
学
校
の
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
「
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
」
が

月
６
回
程
度
活
用
し
て
い
る
。
直
近

で
は
４
Ｋ
ま
つ
り
の
会
場
と
し
て

も
、
利
用
が
あ
る
。

　
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
状

況
把
握
を
し
な
が
ら
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な

施
設
等
提
案
は
あ
る
か
と
思
う
が
、

安
全
管
理
体
制
や
ニ
ー
ズ
状
況
等
の

把
握
も
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
、
e
ス
ポ
ー
ツ
は
近
年
人
気
が

非
常
に
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
た
く

さ
ん
の
可
能
性
が
あ
る
な
か
で
、
公

募
で
の
利
用
者
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
柔
軟
に
考

え
て
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る
神
山
町

に
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

う
。

髙橋義英�議員

一
般
質
問

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
研
修
等
は
十

分
で
な
く
、
地
方
自
治
体
で
の
現
状

把
握
も
不
十
分
で
、
社
会
的
認
知
度

も
低
い
と
い
っ
た
現
状
と
課
題
が
あ

る
。
神
山
町
の
教
育
環
境
は
、
健
康

福
祉
課
と
も
常
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
情
報
交
換
、
情
報
収
集
が
で
き
る

環
境
に
あ
り
、
現
在
、
町
内
で
、
家

事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
る
子
ど
も
は
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
国
や
県
か

ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
権
利
が
奪
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
適
切
な
養
育
を
受
け
、

健
や
か
な
成
長
と
教
育
の
機
会
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問
2
●

公
共
料
金
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
つ
い
て

　
神
山
町
で
は
現
在
、
公
共
料
金
、

各
種
証
明
書
代
な
ど
は
、
口
座
自
動

引
き
落
と
し
、振
り
込
み
の
ほ
か
は
、

現
金
し
か
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。
そ

の
際
、
現
金
払
い
や
振
り
込
み
以
外

に
、
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
国
に
お
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
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特集 !! アンケート調査特集 !! アンケート調査
　議会広報調査特別委員会では、立志を迎えて自分の将来の目標を定め、志を立てる神山中学校2年
生の皆さんに、今後2~3年のうちに神山が大きく変貌しようとしている中、神山の良さや魅力・未来、
又、神山に創られようとする高専について、そして後４年経てば選挙権を持つ子供達に、議会や町は
どのように見え思っているのか、アンケートをお願いいたしました。結果は次のとおりです。

　結果、子供たちは、神山の自然が好きなのだと感じられました。また、イベントなどにも積極的に
参加し、地域の人や神山へ移り住んだ方達とも交流をし、神山の新しい店もいち早く気づき、立ち寄っ
ていることもわかりました。町外・観光の方には、そのような店などの情報も伝え、四季折々の良さ
も知っており、大変感心しました。中には、神山の郷土料理なども答えてくれました。
　そして今回、一番子供たちが気にしている事がゴミ（美観）問題であり、これから神山で暮らす、
住み続ける中で少しでも自然豊かで、ゴミなどが落ちていない環境を、直ちに考えなければと感じま
した。
　あと、高専に関する問いに対しては内容がわからない感じで、関心はあるが高専進学を考えている
人は少ないと感じました。
　最後に、今回一番答えてほしい質問の回答がゼロでした。これは私たち議員に大きな宿題をだされ
たと思います。中学生は人生でも大変大切な時期ですので、コロナが収束すれば対話の場をもうけて
いければと思います。

●あなたにとって神山の良さ、好きなところはどこですか。
・水がきれいで、自然が豊か　17人　	 ・地域の人たちの仲が良い、優しい、明るい　10人
・おいしいごはん屋さんがある　　・心がおちつく　　・排気ガスが少ない　　・空気がおいしい
●町外の人が神山に来たら、どのようなことを勧めますか。
・神山の自然、雨乞いの滝、さくら　16人　	 ・おいしい食べ物屋さん	神山の郷土料理　7人
・町のイベント参加、町民とのコミュニケーション、交流　5人
・星がきれいにみえること　	 ・違う町に観光に行くこと
●神山の魅力を高めるためにどのようなことをしていけばいいと思いますか。
・神山でイベントを沢山して町外に PR動画配信、看板、ポスターなどで神山を知ってもらう　3人
・自然を汚さない、ごみ拾い　4人	 ・自然を生かした神山ならではの施設　2人　
・自然を大切にする　　・働ける場所をつくる　	 ・バスツアー　　・人が集まる場所を作る
・観光場所　・ボランティアに参加
●神山町に高専ができようとしていますが、選択肢の一つとしてどのような期待をしますか。
・人が増える　　5人　	 ・進学の選択肢が増える
・かみやまで住む人が増えてほしい　	 ・自分らしさを伸ばせるような高専
・神山について多くの人に知ってもらえること　	 ・いろいろな人が神山に集まること
・いろいろな人の話が聞けること　　・とても楽しみ　　・みんなが入学できる高専
●神山の未来のために何をしますか。
・ごみを拾い自然を汚さない、きれいな神山をのこす　8人
・神山のよさを PRして県外の人に伝える、観光に来てほしい　2人
・自分が神山町にとって一番いいことをする　	 ・神山が開催するイベントに積極的に参加する
・神山に住み何かをする　2人　　・ボランティア	　　・勉強して就職
●何か神山町議会、神山町に聞きたいことがあればお書きください。
・なし　22人

アンケートにご協力いただきました神山中学校 2年生の皆さん、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

第51号
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令和 3年 9月定例会で可決した
神山まるごと高専設立準備財団との協定

目的　
　�神山町が所有する財産を神山まるごと高専設立準備財団が設立する学校法人に貸与・譲
渡することについて、適正かつ円滑に遂行するため。
譲渡するもの（建物及び備品）
〇現行の神山中学校
　校舎、体育館、技術室、備品（大型教育備品：第 1理科室�教師・生徒用机）
貸与するもの（敷地）
〇現神山中学校敷地（神領字西上角）
　・貸与期間　行政財産の用途廃止及び神山中学校の移転完了～令和 35年 3月 31日まで
〇大埜地敷地（敷地造成施工場所）
　・貸与期間　造成完了後～令和 35年 3月 31日まで

※譲渡物件・貸与物件それぞれに協定契約を結びます。

契約条件（抜粋）
　学校設立を行わなくなった場合
　〇譲渡物件に関して、
　　・改修工事前→現状のまま変換
　　・着工後であれば双方で協議する。
　〇貸与物件に関して、
　　・中学校敷地（西上角）→現状にして返還
　　・�大埜地敷地→造成工事完了後の状態にして返還し、土地取得・造成に関する費用を

支払うものとする。

令
和
３
年　
名
西
消
防
組
合
議
会

　
第
２
回
定
例
議
会
は
12
月
１
日
神
山
町
役
場
議
場
で

開
催
さ
れ
、
議
案
３
件
と
追
加
日
程
を
、
同
意
・
可
決
・

承
認
し
た
。

【
議
案
第
５
号
】

　
監
査
委
員
の
選
任　
　
森
本
孝
夫
（
同
意
）

【
議
案
第
６
号
】

　

�

令
和
２
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
歳
入
総
額　
　
　
　
４
億
６
︐9
１
１
万
円

　
　
歳
出
総
額　
　
　
　
４
億
５
︐６
４
６
万
円

　
　
歳
入
歳
出
差
引
額　
　
　
１
︐２
６
４
万
円

【
議
案
第
７
号
】

　

�

令
和
３
年
度
名
西
消
防
組
合

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
補
正
予
算
額　
　
　
１
︐２
４
６
万
円
を
減
額

　
　
予
算
総
額　
　
５
億
７
︐２
６
７
万
円
と
し
た
。

【
追
加
日
程
】

　
正
副
議
長
辞
職
に
よ
る
選
挙
を
行
い
、
議
長
に

森　
一
博
、
副
議
長
に
谷　
雅
史（
石
井
町
議
）が
当
選

（
指
名
推
薦
）
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令和２年度
神山中学校建設工事　進捗状況

　神山中学校建設工事は１月現在、内部・外部仕上工
事と外構工事を行っています。
　内部に関しては、１階が天井・壁が仕上り、部屋内
の床も一部仕上っています。２階は壁の塗装工事、設
備機器取付けが行われ、３階は天井ボード張り、家具
工事、設備工事が行われています。２月上旬には内部
も大部分が仕上る予定です。
　外部に関しては、外部足場の
解体が行われ、各面の建物外観
が現れています。外構工事は校
舎棟廻り、グラウンド側と全体
的に工事が進んでいます。
　工事は令和４年３月完成に向
け、予定通り順調に進んでいま
す。

（令和４年１月中旬現在）

令和3年
10月

議 員 研 修［12月10日］
　
神
山
中
学
校
新
校
舎
建
設
工
事
現

場
で
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て
関

係
者
か
ら
説
明
を
う
け
た
。
工
事
は

予
定
ど
お
り
進
ん
で
お
り
、
進
捗
率

は
60
％
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
1
階
部
分
に
入
ら
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
校
長
室
、
技
術
室
な
ど
、
各
部

屋
の
形
状
が
わ
か
る
く
ら
い
に
な
っ

て
い
た
。
廊
下
の
腰
壁
は
、
神
山
町

産
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
て
あ
た

た
か
さ
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
校
舎

内
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
町
産
材

が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
と
て
も

楽
し
み
だ
。

　
令
和
4
年
4
月
に
新
校
舎
へ
入
る

中
学
生
が
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
新

し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
う
。

　

次
に
、
城
西
高
校
神
山
校
の
学
生

寮
「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」
の
新
し
い
共
用

リ
ビ
ン
グ
棟
の
寄
井
西
住
宅
D
棟
が

完
成
し
た
と
の
こ
と
で
、
視
察
し
た
。

　
5
名
の
寮
生
か
ら
は
じ
ま
っ
た「
あ

ゆ
ハ
ウ
ス
」
も
徐
々
に
寮
生
が
増
え
、

そ
の
た
め
に
寄
井
西
D
棟
住
宅
を
新

し
く
建
築
し
た
。

　

台
所
は
以
前
は
2
～
3
人
し
か
入

れ
ず
、
全
員
の
食
事
を
作
る
に
は
狭

か
っ
た
。
新
し
い
キ
ッ
チ
ン
は
ス
ペ
ー

ス
も
広
く
み
ん
な
で
、
楽
し
く
作
れ

る
そ
う
だ
。

　
リ
ビ
ン
グ
は
寮
生
全
員
が
い
っ
し
ょ

に
座
れ
る
広
さ
に
な
っ
て
い
た
。
リ
ビ

ン
グ
に
あ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

見
て
も
寮
生
た
ち
が
楽
し
く
明
る
く

す
ご
せ
て
い
る
様
子
が
わ
か
っ
た
。

（
志
甫　
守
）

【町内行政視察について】

現　状
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議
会
の
動
き

　
令
和
4
年
神
山
町
成
人
式
が
1
月
2
日

に
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
神
山
町
の
成
人
該
当
者
は
22
人
で
、
参

加
は
19
人
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
と

再
会
に
い
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
希
望

と
自
信
に
満
ち
溢
れ
、
堂
々
と
二
十
歳
の

誓
い
や
、
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

�
（
髙
橋
義
英
）

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の
風景

　
令
和
３
年

　
令
和
３
年
1212
月
、
本
年
も
イ
ル

月
、
本
年
も
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
季
節
が
参
り
ま

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
季
節
が
参
り
ま

し
た
。

し
た
。

　　
1212
月月
1212
日
に
鬼
籠
野
の
輝
の
会

日
に
鬼
籠
野
の
輝
の
会

（
ひ
か
り
の
か
い
）
メ
ン
バ
ー
が

（
ひ
か
り
の
か
い
）
メ
ン
バ
ー
が

設
営
を
行
い
、
平
成

設
営
を
行
い
、
平
成
1010
年
ス
タ
ー

年
ス
タ
ー

ト
以
来
今
回
で

ト
以
来
今
回
で
2424
回
目
と
な
っ
て

回
目
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
若
干
の
若

お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
若
干
の
若

手
が
加
わ
っ
た
も
の
の
開
始
当
初

手
が
加
わ
っ
た
も
の
の
開
始
当
初

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
未
だ
現

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
未
だ
現

役
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

役
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
内
容

　
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
内
容

と
規
模
は
町
内
で
も
有
数
で
、
長

と
規
模
は
町
内
で
も
有
数
で
、
長

き
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

き
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
町
内
の
風
物
詩
と
し
て

と
に
よ
り
町
内
の
風
物
詩
と
し
て

定
着
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

定
着
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
末
永
く
こ
の
季
節
に
こ
の
輝

ら
も
末
永
く
こ
の
季
節
に
こ
の
輝

（
ひ
か
り
）
を
点
し
続
け
て
い
た

（
ひ
か
り
）
を
点
し
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
森　
一
博
）

（
森　
一
博
）
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令和４年神山町成人式（１月２日撮影） 公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
（
候
補
者
、

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
）
は
町
民
に

対
し
て
の
寄
附
や
御
歓
び
を
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

議
員
一
同

編
集
後
記

　
冬
の
ひ
だ
ま
り
が
こ
と
の
ほ
か
暖

か
く
感
じ
ら
れ
る
寒
冷
の
中
、
令

和
3
年
12
月
定
例
会
が
お
こ
な
わ

れ
、
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
、
神
山
中
学
校
で
開

催
さ
れ
た
立
志
式
で
は
、
中
学
生

が
将
来
の
希
望
や
夢
に
向
か
っ
て
、

力
強
く
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
成
人

式
で
は
、
19
名
の
方
が
出
席
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
同
級
生
と
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
新
成

人
代
表
の
方
が
、「
神
山
町
に
は
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
集
ま
り
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
私
た
ち
も
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。」
と
力
強
く
語
って
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
や
新
成
人
の
言
葉
を
聞

い
て
、
神
山
町
の
未
来
は
明
る
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
振

る
い
、
全
国
的
に
も
感
染
爆
発
と

な
って
お
り
ま
す
。

　
今
後
、一
日
で
も
早
く
元
の
生
活

が
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
今
は
し
っ
か
り
と
感
染
対
策
を

し
て
す
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
志
甫　
守
）

■
２
月

15
日　
議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
発
行

16
日　
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会

17
日　
例
月
出
納
検
査

中
旬　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
財
政
援
助
団
体
及
び

　
　
　
指
定
管
理
団
体
の
監
査

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会

■
３
月

１
日　

�

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　
神
山
町
議
会
3
月
定
例
会

上
旬
~

 

中
旬

21
日
・

24
日
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